
令和７年10月23日(木) 15：00 ～

第１回
今治市都市再生協議会

（公共空間再編専門部会）



本日の内容

１．第１回今治市都市再生協議会開催結果の報告

２．これまでの経緯と「中心市街地グランドデザイン」の概要

３．関連する検討・取組の共有

- シビックゾーンの公共施設整備

- 中心市街地全体での都市基盤整備

４．【議題１】都市再生整備計画の検討について

５．【議題２】今年度の検討内容について

- 中心市街地交通デザイン戦略（広小路を含む）

- 広小路（今治港線）での社会実験の企画検討

- エリアマネジメントの推進に向けた検討

６．意見交換

７．今後のスケジュール
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第１回今治市都市再生協議会開催結果の報告１．



4事業推進に向けたR7年度の検討体制
• ２つの会議体の設置（8月19日に実施した第１回都市再生協議会にて承認済）

「今治市都市再生協議会」：都市再生整備計画の作成と検証
「専門部会」 ：個別事業及び社会実験の検討 2025年8月19日に第1回を実施済



5第１回都市再生協議会の開催概要
令和7年8月19日(火) 10:00~12:00日時
今治市みなと交流センター「はーばりー」1階みなとホール場所

会⾧ （敬称略）今治市 副市⾧土居忠博参加者（委員）
愛媛県東予地方局今治支局 支局⾧中原一也

愛媛県東予地方局今治土木事務所 所⾧町田一益

今治明徳短期大学 学⾧泉浩徳

副会⾧愛媛大学 教授羽鳥剛史

今治海事都市交流委員会 監事瀬野洋一郎 (代理)瀬野和博

監事今治市社会福祉協議会 理事野間有造

今治商工会議所 会頭檜垣幸人

監事今治商店街協同組合 理事⾧友田康貴

今治地方観光協会 会⾧越智逸宏

株式会社今治. 夢スポーツ 代表取締役矢野将文

６報告等
（１）今治市中心市街地グランドデザインの概要と今年

度の取組について
７今後のスケジュールについて
８閉会

１開会
２市⾧挨拶
３委員紹介
４規約等について
５議事

（１）役員の選出について
（２）令和７年度事業計画及び収支予算（案）
（３）専門部会の設置について

会次第
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意見要旨項目
• グランドデザインは市民とともに3～4 年かけ策定。

• 市⾧と早期実現の必要性を共有。

• 計画全体は⾧期だが、社会実験や工事を通じて、今年・来年から市民参画を進めるべき。

• 協議会で市民を巻き込みながら事業を進める方策を議論したい。

• 過去の計画が実現に至らなかった経緯を指摘。

• ターゲット設定が重要。

中心市街地
グランドデザイ

ンについて

• ネウボラ拠点施設は18 歳までを対象とする多機能複合施設。

• 子育て支援、地域交流、検診・保健指導などを包含。

• 予算制約やMICE との整合が課題。市民ファーストで柔軟に検討継続。

ネウボラ拠点施
設について

• 市役所・県支局庁舎とも耐震性の課題あり。

• 今治市と連携した複合庁舎整備の可能性を引き続き検討。
複合庁舎整備に

ついて

• MICE 機能は中心市街地に必要。周辺の都市機能や駐車場、アクセス性を考慮すると旧日吉小学校跡地を主たる候補地とし、
分散型施設が望ましい。

• バリシップ拡大には十分な会場面積が必要。海外事例を参考にすべき。

• バリシップの拡大、外国人技能者との共生、英語教育の強化を要望。

MICE 機能の導
入について

第１回都市再生協議会における主な意見（１）
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意見要旨項目

• 広小路整備の具体像を確認したい。落ち葉等の問題を指摘。

• 広小路再整備の方向性は、歩行者中心の空間形成。

• 回遊性向上のため歴史資源や自転車ネットワークとの連携が必要。

• 交通量は2 車線で対応可能と思われる。

• 今回の計画は、交通の変化や渋滞等、沿線住民の方々への負担が生じないような整備方針となるよう、社会実験を重ね、議
論を深めることが大事。

• 丹下建築の軸線や市民広場の思想を踏まえており、広小路がグリーンアベニューとなることを高く評価。広小路整備による
居住や経済活動への副次的な波及を期待。

• パークアンドライドや電気自動車の周回など、多様な移動手段の整備を提案。

• 点在する都市機能を線で結ぶことが重要であり、広小路整備を最優先で進めるべき。

広小路の再整備
について

• 港に誘客の「目玉」が必要。市港湾駐車場が有料は課題。

• 観光振興と市民生活の調和が重要。

• 金星川（旧外堀）の歴史的要素を整備に活用すべき。

• 丹下建築の保存と活用（例として建築系大学の誘致）を提案。

港湾・
観光振興

• 商店街衰退の主因は代替わりの問題（後継者不在）と新規参入困難。

• ハード整備だけでなく、運営する人材・ソフトが不可欠。

• 行政の柔軟な支援（コンテナハウス活用、学生居住、コンテナショップなど）を提案。

商店街再生

第１回都市再生協議会における主な意見（２）
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意見要旨項目

• 空き家活用や大学連携による新展開に期待。大学との連携・
人材育成

• 重要なのは施設整備よりも、市民とともに考えるためのプラットフォームづくり。

• 中心市街地は他エリアと連携して集客を図る必要あり。

• 空き地・空き物件（グランドデザインの白地部分）の流動性確保は行政課題。

• 将来的に中心市街地に居住空間を整備することも重要。

その他

第１回都市再生協議会における主な意見（３）

今後の中心市街地まちづくりの進め方や今年度の検討内容について、
①公共事業に関する検討、②公民連携によるエリアマネジメントに関する検討
のそれぞれから情報共有・意見交換を行う



9専門部会の位置づけ
• ２つの会議体の設置（8月19日に実施した第１回都市再生協議会にて承認済）

「今治市都市再生協議会」：都市再生整備計画の作成と検証
「専門部会」 ：個別事業及び社会実験の検討

本日の会議体



これまでの経緯と「中心市街地グランドデザイン」の概要２．



「中心市街地グランドデザイン」の概要 11

• 中心市街地（JR今治駅から今治港までの約1km四方）を対象に、
「今治らしい」魅力あるまちづくりの将来像と方針を描いた計画

• 行政による公共施設や都市基盤の再編、地域の民間開発やまちづくり活動が密に
連携し、整備効果を最大化できるよう策定

今治市中心市街地グランドデザイン（2025年6月策定）



グランドデザイン策定に至る検討プロセス 12

• 「エリア別まちづくり市民会
議」「中心市街地まちづくり
市民会議」を実施

• 都市空間構造と機能状況を明
らかにするネットワーク空間
特性とアクティビティ分析を
行い、計画確度を向上

• 「グランドデザイン」の
とりまとめ

【令和6年度】

• 中心市街地全体を検討するデ
ザイン会議と、公共空間及び
シビックゾーンを協議する2つ
の部会を設置

【令和5年度】

• 地域資源の調査とともに、
まちづくりを実践しているプ
レイヤーと議論しながら、
「今治市中心市街地まちづく
り構想」を提案

【令和4年度】
デザイン会議・部会

エリア別まちづくり市民会議

関係者ヒアリング

中心市街地まちづくり市民会議



都市政策の方向性、中心市街地における現状・課題 13

①人口減少・少子高齢化
②都市基盤施設等の老朽化･ニーズの変化
③低未利用地の増加（都市のスポンジ化）
④地域公共交通の利便性低下
⑤激甚化・頻発化する災害への対応

（１）近年の社会状況
①居住人口の減少等による街の活力の低下
②公共施設・都市基盤施設の更新需要の高まり
③公共交通利用者の減少
④商店街などの空き店舗の増加
⑤低未利用地（空き家・空き地）の増加
⑥地域資源・観光資源の活用
⑦今治港・「みなと再生」の取組の展開
⑧自転車まちづくりの推進
⑨災害リスク・気候変動への対応

（３）中心市街地における現状・課題

中心市街地の人口・世帯数の推移

中心市街地における空き家の状況せとうちみなとマルシェ

コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり
• 地域の活力の維持とともに、医療・福祉・商業等

の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせる
よう、地域公共交通と連携したコンパクトなまち
づくり

（２）都市政策の方向性



まちづくりのコンセプト、基本的な考え方 14

• 素晴らしい地域資源、地域文化に恵まれている今治の
中心市街地では、様々な住民、企業、行政の協働に
よって個々の価値を磨くとともに、それらがひとつな
がりの魅力として、地域住民に愛され、国内、海外に
発信されていくことが大切

• 海、港からはじまった今治で、みなで新しいひとつな
がりの魅力をつくっていくことを目指す

❶ 今治らしく、多世代が暮らしやすい中心市街地の再生

中心市街地まちづくりのコンセプト

つながる みなと・まち・いまばり
W a l k a b l e  P o r t  C i t y  I M A B A R I

❷ 公共施設の再編・既存ストックの活用による都市の魅力の創出

❸ 交通機能の再編・新モビリティの導入による回遊性の向上

❹ 官民連携・エリアマネジメントの推進による持続可能な体制づくり

❺ 地域文化を活かした観光・交流の場の創出

❻ 安心・安全な環境づくりと自然・災害との共生

（１）まちづくりのコンセプト

（２）基本的な考え方



エリアの設定と現状分析・課題 15

中心市街地まちづくり構想で設定したエリアに対して、令和5～6年度の検討、令和6年度のネットワーク空間特性・アクティビティ分
析の結果も踏まえ、中心市街地の回遊性向上・エリア間のつながりの強化を考慮したエリアの再設定をおこなった。

• R4~6年度に実施したヒアリング・各会
議での意見や、市民の声を反映

• R6年度に実施したネットワーク空間特
性とアクティビティ分析に基づき、中心
市街地における都市構造の課題を整理

ネットワーク空間特性とアクティビティ分析

R4~6年度に実施した市民との意見交換



将来ビジョン（案）、各エリアのデザインノート 16

• 現状分析・課題を踏まえ、各エリ
アでの公共空間デザイン戦略を検
討し、将来ビジョン（案）を作成

• エリアごとに将来像を示すデザイ
ンノートを作成

• 主要な公共空間に関して、都市基
盤整備とエリアマネジメントの検
討例を示す

各エリアのデザインノートの例
（A今治港ー内港ー今治城）

将来ビジョン（案）



将来ビジョンの実現化方策 17

• 将来ビジョンの実現に向けた段階的
な事業実施のイメージを示す

• 都市再生整備計画関連事業など国の
財政支援を活用し、社会実験等によ
り多くの市民がまちづくりに関わる
きっかけをつくることで、公民連携
のまちづくりを推進

• まちづくり団体や関係行政機関とも
連携を図りながら、「居心地が良く
歩きたくなる」まちなかの形成に向
けて一体的・総合的に取り組む

将来ビジョンの実現に向けた事業の実施イメージ



推進体制の構築、エリアマネジメントの推進 18

将来ビジョンの実現に向けたロードマップ

• 計画の推進体制として「今治市都市
再生協議会」（都市再生整備計画等
の作成や実施に必要な協議を行うた
めの法定協議会）を設立し、事業等
の進捗状況や、社会実験の結果・評
価を関係者間で共有し、必要に応じ
て柔軟に方向性を修正しながら推進

• 各エリアとの協議を継続しながら、
中心市街地におけるエリアマネジメ
ントの推進に向けた、エリアプラッ
トフォーム（行政やまちづくりの担
い手などが集まって、まちの将来像
を議論し・描き、その実現に向けた
取組について、協議・調整を行うた
めの場）の設立検討や都市基盤整備
につながる社会実験への主体的参画
等へつなげる

公民連携による事業実施・エリアマネジメントを通じて、
グランドデザインに示す将来ビジョンの実現を目指す



関連する検討・取組の共有３．



シビックゾーンでの公共施設整備の検討（１） 20

（１）事業用地
旧日吉小学校の一部と、隣接する中央公民館、日吉
公園、旧中央乳児保育所、旧働く婦人の家を含む一
団の公有地を事業用地として選定

（今治市：（仮称）今治版ネウボラ拠点施設整備基本計画（2024）より）

（２）想定施設規模
※駐車場に関しては、既存施設の利用状況、他市町村における同種施設の事
例等を踏まえ台数を設定しているが、詳細は設計段階において確定する。

（３）想定スケジュール

ネウボラ拠点施設整備（R12年度完成予定）



シビックゾーンでの公共施設整備の検討（２） 21

• 今治市と愛媛県にて、R7年10月14日に複合庁舎整備に関する基本協定を締結
• 県は今治支局の新たな庁舎として、市が建設する新たな市庁舎及びその付帯施設の一部を借り受ける
• 本庁舎は、今治支局庁舎及び今治市河野美術館の敷地に建設（グランドデザインの最適案である候補地B）

候補地D
（現今治市役所）

候補地Ｃ
（旧日吉小学校）

候補地B
（県今治支局+河野美術館）

候補地A
（芝っち広場+今治郵便局）

位置図

・シビックゾーン内の公共施設が整備されない
・リノベによる「文化拠点」が形成されない

・県支局の跡地利用の方向性が不明
・十分なオープンスペースが創出される

・公共施設の老朽化や分散化が解消
・十分なオープンスペースが創出される

・県支局の跡地利用の方向性が不明
・機能増強による賑わい拠点の形成なし

中心市街地まちづくり
構想との整合性

・中心市街地の賑わい創出や滞留性の
向上には全く寄与しない

・中心市街地の賑わいの動線から乖離
・新設道路で歩車動線明確化、回遊性向上

・オープンスペースと一体で滞留空間形成
・新設道路で歩車動線明確化、回遊性向上

・他エリアとの賑わいの動線を遮断
・オープンスペースと一体で滞留空間形成

施設配置による影響
（回遊性や滞留性）

【隣接】公会堂、市民会館
【乖離】シビックゾーン内の行政機関

【隣接】ネウボラ拠点施設
【乖離】OS、警察署、公会堂、市民会館

【隣接】ネウボラ拠点施設、OS、警察署
【乖離】公会堂、市民会館

【隣接】オープンスペース（OS）、警察署
【乖離】ネウボラ拠点施設、公会堂、市民会館

周辺施設との配置
（利便性や効率性）

・幅員36ｍの県道に接道
・基準容積率は約500％（商業地域・防火地域）

・ケヤキ通りと幅員12m以上の新設道路に接道
・基準容積率は約400％（商業地域）

・幅員12m以上の新設道路に接道
・基準容積率は約400％（商業地域）

・幅員25mの国道と県道に接道
・基準容積率は約442％（商業地域）

立地条件
（土地の高度利用）

・市役所を段階的に仮移転させ施工
・現地での建替工事の間、河野美術館は閉館

・屋内運動場（部活動、社会体育）の廃止
・校舎棟（書類保管倉庫）の廃止

・県今治支局を仮移転させずに施工
・市庁舎改修完了まで美術館⾧期間閉館

・今治郵便局を仮移転させずに施工
・民間施設である「芝っち広場」の廃止

既存施設への影響
（事業スキーム）

・現庁舎（1958年竣工）の耐震改修
（一定期間経過後には建替が必要）
・河野美術館の建替（現在と同敷地）
・市役所本館規模の仮設庁舎

・複合庁舎の新設
・市役所本館や市民会館を美術館に改修
・幅員12ｍ以上の道路の新設

・複合庁舎の新設
・市役所本館や市民会館を美術館に改修
・幅員12ｍ以上の道路の新設
・県有地（県今治支局）の購入

・複合庁舎の新設
・市役所本館や市民会館を美術館に改修
・民有地（芝っち広場、今治郵便局）の購入

概算事業費
（土地、建物、道路）

・河野美術館閉館中の収蔵品保管場所
・議会開会中は現議場を使用（代替施設なし）

・「新設道路用地」所有者との用地交渉
・「屋内運動場」廃止の協議

・複合庁舎化へ県今治支局の合意必須
・河野美術館閉館中の収蔵品保管場所
・「新設道路用地」所有者との用地交渉

・複合庁舎化へ今治郵便局の合意必須
（集配機能の代替地や移転補償費の提示等）
・「芝っち広場」所有者との用地交渉

留意事項

△

△

〇

〇

△

◎

◎

◎

◎

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

×

△

◎

○

△

グランドデザインにおける
施設再編パターンの比較検討

県・市複合庁舎整備（R13年度完成予定※） ※目標であり、基本計画により変更となる可能性あり



シビックゾーンでの公共施設整備の検討（３） 22

（１）基礎調査の目的
グランドデザインとの整合性を図り、それらの関連計画を考慮
して集約・複合化する機能及びMICE機能及び、MICE施設の設
置場所・規模・機能等を整理し、基本計画につなげること

（２）中間報告の位置づけ
①候補地・機能・規模に関する方向性の暫定整理
②MICE構想案の提示

（３）設置場所の一次評価
MICE等の多目的利用を可能とするスタジアム・アリーナに関
して有望度の一次評価を行った結果、旧日吉小学校が最も評価
が高く、次いで大型フェリー駐車場の評価が高かった。
港案や分散設置案も引き続き精査が必要。

（今治市「今治市MICE機能設置基礎調査中間報告」より）

MICE機能整備（完成年度：未定）



23シビックゾーンでの公共施設整備の検討（３）

MICE機能整備（完成年度：未定）

（４）必要な機能・規模
バリシップの円滑な開催に向けては、最小でも7,400㎡の面積
確保が必要で、さらなるスペース確保も期待。
教育・学習、文化・芸術、興行、地域魅力発信、産業交流、飲
食、スポーツ・ヘルスケア等、掛け合わせる機能はMICEの意
義、設置場所、周辺施設との連携の視点が重要。

（５）構想案（５案）
地域交流・人材育成拠点、賑わい再生拠点、関係・交流人口の
拡大拠点等、５案を設定。
最終判断には、需要推計・用地確定・事業スキーム整理が必須。

（６）その他重要論点
MICE運営に向けて、民間による運営主体の検討が必要。
MICEで創出される人流を港・中心市街地へ回遊させるため、
モビリティ施策の検討が必要。



（参考）MICE中間報告を踏まえたネウボラ拠点施設整備の変更点 24

（１）MICE中間報告を踏まえて
ネウボラ拠点施設とMICE施設との機能重複を避
けるとともに、役割分担を考慮した整備計画の
変更が必要

（２）基本計画（R6.5策定）からの変更点
① 中央公民館機能（ホール、会議室等）を切り

離し、施設規模を縮小
② 中央公民館の解体時期、日吉公園整備時期を

変更
③ 日吉小学校敷地に新設道路を整備予定

（３）施設規模縮小
ネウボラ拠点施設整備の事業用地の想定



中心市街地全体での都市基盤整備の検討（１） 25

自転車通行環境整備（R8年度以降順次整備）
• 自転車ネットワーク計画に基づき、幅員再配分により安全で快適な自転車走行環境を整備する
• 現在しまなみ海道と今治駅を結ぶ主要路線「北宝来近見線」を整備し、Velo-city開催までの全線供用を目指す
• 今後は中心市街地における自転車利用の機運を高め、賑わい創出に繋げるため、自転車回遊ルートの形成に向

けた整備を行う

整備前

整備
前

整備
後

［現況］
［凡例］

市道 ：しまなみ海道と今治駅を結ぶ主要路線

国県道・ 市道 ：中心市街地の回遊ルート形成路線

今治駅
今治
城

市役
所

はーばりー

浅
川

自転車ネットワーク計画路線 中心市街地整備位置図

整備後

北宝来近見線 標準断面図、現地写真
（上段：整備前、下段：整備後）



中心市街地全体での都市基盤整備の検討（２） 26

今治港港湾改修（完成年度：未定）
• 内港物揚場の改築について、グランドデザインでの「ミズベ・ウォーク」の構想を踏まえ、防災減災や老朽化

対策だけでなく、水辺を生かした歩行者空間・滞留空間としての整備を検討
• 港でのマルシェの賑わいを日常や中心市街地に波及させることを目指す
• 10/1に関係者との意見交換会を実施し、将来の利用に関する様々な意見をいただいた

内港物揚場の将来イメージ（案）



想定される公共事業スケジュール（案） 27

2035
(R18)

2034
(R17)

2033
(R16)

2032
(R15)

2031
(R14)

2031
(R13)

2030
(R12)

2029
(R11)

2028
(R10)

2027
(R9)

2026
(R8)

2025
(R7)年度

第Ⅲ期第Ⅱ期第Ⅰ期都市再生整備計画 ※仮

今治港線 ❶
広小路

今治停車場線 ❷

今治商店街 ❸

新町商店街 ❹

今治駅前 ❺

市役所前広場 ❻

芝っち広場 ❼

シビッ
クゾー
ン周辺

シビックゾーン
新設道路 ❽

ネウボラ
拠点施設 ❾

複合庁舎 ❿

MICE機能 ⓫

情報板 ⓬

自転車通行環境 ⓭

臨港道路 ⓮今治港
港湾 内港 ⓯

海・川沿いの散策路 ⓰

今治駅天保山線 ⓱

丹下建築博物館（現市役所） ⓲

関係者協議・用地交渉等 条件整理・計画・事業者選定等 設計 解体・整備等社会実験 竣工

既存施設解体・再整備

博物館への転用検討関係者協議・河野美術館の除却等の検討

計画路線について順次整備

広場・オープンスペースの整備

公民連携による沿道のオープン化

社会実験

シェアモビリティの導入実証実験

社会実験

公共事業の整備方針図（案）

※今後の検討により変更の可能性がある
※情報版は配置案を示す
※MICE機能については、旧日吉小学校に設置する場合
を想定して作図未定

暑熱対策

博物館へのリノベーション



【議題１】都市再生整備計画の検討について４．



都市再生整備計画（案）の概要 29

• グランドデザインに位置付けた各事業について、国の財政支援を活用した事業実施に向けて、国・県と協議を
行いながら「都市再生整備計画」を策定を目指す

• 現在市の検討している都市再生整備計画では、R8～12年度での事業実施に関して提案している

都市構造再編集中支援事業による整備方針概要図（案） まちなかウォーカブル推進事業による整備方針概要図（案）

• ネウボラ拠点施設
• シビックゾーン新設道路 他

事業例 • 広小路（今治港線）
• 芝っち広場 他

事業例



KPIの設定について 30

• 都市再生整備計画においては、事業実施による目標を定量化し、実施後に達成度を評価するための指標
（KPI）を設定することが求められている

• KPIの設定においては、事業実施の目的を踏まえた適切性・妥当性に留意した上で、簡易かつ継続的に収集可
能なデータ等の活用が推奨されている

現在の検討しているKPIについて ※まちなかウォーカブル推進事業での都市再生整備計画を対象とする
目標年
度

目標値基準年
度

従前値目標と指標及び目標値の関連性定義単位指標

R12年度2,000人
／日

R5年度1,666人
／日

まちなかの回遊性の向上により、
平常時の歩行者数等が増加する。

滞在快適性等工場区域内での歩
行者及び自転車利用者の通行量

人／日❶歩行者等交通量

R12年度30%R5年度25%子育て支援施設を集約するなど
複合拠点創出に伴う利便性の高
いまちづくりにより、子育て環
境や支援への満足度が向上する

未就学児童を持つ保護者の満足
度が高い割合（５段階の上位２
段階）

人／年❷子育ての環境や
支援への満足度

R12年度0%以上R6年度△1.4%まちの魅力が向上し、外部から
の流入人口やまちなかへの出店
者が増加し、地価が向上する。

中心市街地内4地点の公示地価の
対前年平均変動率

％❸公示地価の平均
変動率

R12年度30%R6年度23%賑わい空間の創出等によりまち
の魅力度が向上し、満足度が向
上する。

中心市街地に「満足している」
（「満足」・「やや満足」を合
計した割合）と回答する方の割
合（シンポジウム等におけるア
ンケート）

％❹中心市街地の満
足度



【議題２】今年度の検討内容について５．



「今治中心市街地交通デザイン戦略」の検討（１） 32

（１）目指す将来像
広域交通の結節点から中心市街地全体へ、
歩行者を中心とした回遊の風景を広げていく

「ゲートモビリティハブ」

「ローカルモビリティハブ」
まちなかで人が集まる目的地となる場所や、目的地まで
の移動をサポートするのに適した場所などに対して、

モビリティポート等を設置しまちなか回遊の起点を形成

県外、市外、郊外地域、島しょ部など周辺地域

広域交通の結節点について、まちなかを巡る
回遊向けモビリティに切り替える拠点として強化

まちなか回遊の起点
中心市街地の豊かな資源・魅力と
出会う回遊をサポートする場所
（例１）民間の店舗・観光拠点
（例２）公共空間、交通結節点など

（２）各交通モードにおける現状分析・課題整理

歩行者を中心とした
回遊向けのモビリティ

広域交通を結ぶモビリティ

• 中心市街地を“ヒト中心”の空間がつながるエリアへと再生すべく、新たな交通政策の観点からまちづくりを進め
るための「交通デザイン戦略」を検討

鉄道/航路/高速乗合バス/
路線バス/自家用車/ロードバイク等

広域交通の結節点
鉄道駅、バス停留所、公共駐車場な
ど広域交通を結ぶモビリティにとっ
て結節点となる場所
（例）
❶JR今治駅
❷今治港
❸市役所
❹シビックゾーン新施設周辺
❺今治城 等

徒歩/自転車/路線バス
＋次世代モビリティ 等

（例１）路線バス
• 中心市街地内には、瀬戸内運輸にて主に市内の

陸地部と西条・新居浜方面を結ぶ路線、島しょ
部・松山方面を結ぶ特急線が運行。

• 今治駅を中心に放射線状にネットワークを形成。

路線バスネットワークの状況 中心市街地のネットワーク・停留所の位置

（例２）駐車場
• 中心市街地の公共駐車場は、JR今治駅、今治港

周辺に多く分布。
• このうち市役所駐車場、中央公民館駐車場は専

用駐車場として施設利用者に開放。

自動車ネットワークの状況
（今治市駐車場整備計画より）

中心市街地の駐車場の位置

乗 降 場乗 降 場

サ イ ン

交 流 ・ 活 動 広 場

に ぎ わ い 施 設
モ ビ リ テ ィ ポ ー ト

停 留 所

ベ ン チ

広域交通の結節点
待合・交流の拠点

ベ ン チ

回遊向けモビリティの起点



「今治中心市街地交通デザイン戦略」の検討（２） 33

（３）モビリティハブハブの配置の考え方（案）

ゲートモビリティハブ、ローカルモビリティハブの配置（案）

例１
駐車場を持たない
地元で人気のある店舗

例2
ゲートモビリティハブから
離れた場所に位置する公園

※検討イメージを示す素案であり、今後調整が必要

「ゲートモビリティハブ」 ：広域交通の結節点を選定
「ローカルモビリティハブ」：まちなかで人が集まる目的地となる場所、

目的地までの移動をサポートするのに
適した場所などを選定

（４）ローカルモビリティハブの形成イメージ
• まちなか回遊向けの「モビリティポート」を設置
• 回遊の参考となる情報を記載した「サイン」の設置 等

※設置する施設、規模などは候補地の条件等も勘案し、関係者と調整の上で検討



広小路（今治港線）の検討（１） 34

• 短期具体事業として想定される広小路（今治港線）について、グランドデザインを踏まえながら、整備方針
（案）やゾーニング・ネットワーク、空間デザイン等について検討し、再整備（案）をとりまとめる

（１）現状分析・課題整理 （２）整備方針（案）
アクティビティ分析（休日の歩行軌跡）

空間特性分析（動線的なつながりの良さ）

• 中心市街地は城下町由来の南北軸を骨格とした都市
構造

• アクティビティ分析（2024）から、広小路、今治商
店街に直交する南北方向の横道を通り抜ける行動が
見られるも、信号交差点により南北の歩行者動線が
迂回し、動線的なつながりが弱いことが課題

市民の寄付で植樹された歴史的なクスノキの保全・活用や、丹下
健三が構想した市民広場を介して市庁舎と街路がつながり港へと
つながる都市軸の形成等の実現を検討する。

キッチンカー等の出入りが可能なスペースの確保、次世代モビリ
ティ導入など市民・来訪者が訪れる仕掛けづくり、まちなか回遊
をサポートするシェアモビリティの拠点整備を検討する。

クスノキの保全だけでなく、内水氾濫による浸水被害が想定され
ることも踏まえ、雨庭など表面排水の浸透・貯留の機能を備えた
グリーンインフラの技術を活用した整備を検討する。

中心市街地交通デザイン戦略の検討と連携しながら、将来的な交
通モードの変化に対応できる交通空間デザインを検討する。

1.歴史的文脈を継承した、
まちづくりのシンボルとなる場の創出

4.将来モビリティを考慮した
運用・ニーズの時間変化に対応する空間の形成

3.グリーンインフラを活用し、環境負荷を低減させる
持続可能な都市基盤への再編

2.まちを訪れるきっかけを生み、
周辺へと回遊を波及させる拠点の形成



広小路（今治港線）の検討（２） 35

（３）デザインノートに基づくゾーニング・ネットワークの検討（案）

• 広小路に直交する南北方向の街路について、信号撤去等を検討し、軸線上にまとまった緑地・広場空間を創出す
ることで、市庁舎と港をつなぐ都市軸の価値を高める

• エントランスにあたる市庁舎前、港前のそれぞれに拠点広場（ゲートプラザ）を設け、回遊の起点を形成する

• 広小路と南北方向の街路の交差点には多機能広場（スクエア）を設け、広小路の南北での動線的なつながりを強
化し、城下町由来の都市構造を継承したエリア形成、回遊性の向上につなげる

計画平面図（案）



広小路（今治港線）の検討（３） 36

（４）空間デザインの検討（案）
• 市庁舎と港を緑豊かな環境軸と

してつなぎながら、南北の横道
との交差点を広場（スクエア）
とし、南北での動線的なつなが
りの強化、中心市街地の一体的
なエリア形成、回遊の拠点形成
を図る

• 自動運転バス、グリーンインフ
ラの導入など、先進技術の活用
を見据えた持続可能な都市基盤
の形成と、まちのシンボルとな
る風景の形成を図る

鳥瞰での全体イメージ 南北の横道からみたイメージ ユーティリティ・エリア



広小路（今治港線）の検討に関していただいたご意見 37

8月8日(金)に地域の方々との意見交換会を実施 意見要旨項目
• 高齢者にとっては、トイレや日陰がないと日常的な利用は難しい。

• 商店街とのつながりが出てくるとよい。
商店街も含めてゆったり過ごせる場所になると、回遊も生まれてく
る気がする。

広小路
全体

• マルシェ等で利用する際に4~5店舗しか参加できないと人が寄って
こない。
できれば10店舗くらいが参加できる広いスペースの方が使いやすい。

• 上下水、電気が整備されていると、マルシェの際に利用しやすい。

• イベント用分電盤もあるとよい。

スクエア
全体

• 居心地の良い場所にしていくのであれば、港側の方が落ち着くよう
に感じる。

• 社会実験ではまちなかリビングのように、人工芝やベンチでくつろ
げるスペースにしてもよいと思う。

本町
スクエア

• 市内に観光客を誘導するような、観光拠点となる場所がない。

• 市役所側の入り口にあたる場所に観光案内の拠点があるとよい。

タンゲ・
ゲートプ
ラザ周辺

• 中心市街地には若い子、学生が遊べる場所がないので、若者が楽し
めるコンテンツが入ってくるとよい。

• FC今治卒業生など、商売で起業したいと考える若い人が参画できる
チャレンジショップがあるとよい。

• 保育園や介護施設、高校生や若い人たちのコミュニティスペース、
ワークスペースになるのもよい。

沿道施設
（ビサー
ジュ）

意見交換会の様子

いただいたご意見の平面図への反映



広小路（今治港線）での社会実験の企画検討（１） 38

• 社会実験の実施内容について、事務局でたたき台を作成後、8/8協議の意見交換結果を踏まえて再検討

社会実験の検討案（たたき台） 8/8協議でいただいた意見

8/8協議の様子

意見・
アイデア

反映
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■ 社会実験の概要

＜実験テーマ＞広小路・商店街・みなとが一体となって実施する社会実験『（仮称）IMABALINK』

※上記の内容は確定事項ではありません

• 車両の通行規制等による交通への影響の検証を行うとともに、将来的な広小路の空間イメージを体験する
• 実験期間は2週間（うち1日は「せとうちみなとマルシェ」の実施日）とし、交通規制は24時間の実施を検討

この区間については詳細図を作成
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■ 社会実験の内容：コミュニティ・ラウンジ 「せとうちみなとマルシェ」の出店拡大と飲食スペースの整備により
みなとの賑わいを波及させる

※上記の内容は確定事項ではありません

マルシェの出店ゾーン

マルシェの出店ゾーン

飲食スペース

飲食スペース
イベント等が実施できる

フリースペース
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■ 社会実験の内容：ユーティリティ・エリア 再整備案における活用方法を踏まえた滞留空間の創出や周辺エリア等
とのつながりを強化する

※上記の内容は確定事項ではありません

キッチンカーによる出店

仮設トイレの設置・駐輪スペース

キッチンカーによる出店

仮設トイレの設置・駐輪スペース

スローモビリティの待機場所等

ビサージュの活用検討
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■ 社会実験の内容：グリーン・ラウンジ 中央緑道化を見据えた設えによりシンボリックな空間として多様な
アクティビティを誘発する

※上記の内容は確定事項ではありません

人工芝の設置
屋根付きファニチャーによる

ワーキングスペース

デザインファニチャーの設置
によるリビングスペース

デザインファニチャーの設置
によるリビングスペース

ハンモック等の設置による
リラックススペース

イベント等が実施できる
フリースペース
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■ 今後の主な検討事項

• 実験実施の詳細（具体的な実験期間や時間帯、交通規制の方法など） 警察等関係機関との協議・調整
• 実験の内容、フリースペースの活用方法、沿道施設との連携 プレイヤー等との協議・調整
• みなとや商店街等の広小路周辺との連携 せとうちみなとマルシェや今治商店街関係者との協議・調整

次年度の実施に向けて「社会実験実施計画書（案）」として今年度とりまとめ

社会実験の実施概要（再掲）
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• 中心市街地におけるエリアマネジメントの推進に向けた、エリアプラットフォーム（行政やまちづくりの担い
手などが集まって、まちの将来像を議論し・描き、その実現に向けた取組について、協議・調整を行うための
場）の設立検討や都市基盤整備につながる社会実験への主体的参画等を目指す

• 今年度は今治のまちづくりに関わる関係者とのつながりを広げるべく、新たな組織や個人にもコンタクトを取
り、それぞれどのような方がいるのか、これからどう関わってくれる可能性があるのかを把握することを目指
す

今年度に取り組んでいること
• 今治のまちの現在の取り組みと、エリ

アマネジメントとは何かについて、関
わり得る市民や事業者の認識を深める

• 今治のまちに必要な機能と役割、今治
らしいエリアマネジメントについて一
緒に考える

• どんな登場人物が、何の役割を担うの
か、配役をイメージする

• 推進役を担う組織は既存組織か、ある
いは新たに設けるか、組織のあり方と
運営について考える

• 実現に向けた進め方を検討する
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快適な地域環境の形成とその持続

今治では・・・
・公共／民間多様な開発主体による施設整備の景観上のルールづくり
・街区間を繋ぐ緑地や緑道ほかの環境保全と維持管理
・環境美化等の推進のための検討及び実施体制づくり

#環境美化の活動 #景観への配慮 #街並みの形成と保全

住民・事業者・地権者、就業者や来街者にとって快適で質高い環境の形成と維持管理

地域活力の回復・増進

今治では・・・
・来訪者増大と販売促進その他、今治らしい集客イベントの企画と実践
・暮らし方や楽しみ方等、ライフスタイルに関する発信（タウンプロモーション）
・テーマ型コミュニティの形成に繋がる学びと試行の場の実践

#イベントの企画と実施 #タウンプロモーション

居住者、就業者の増大／経済活動の活性化／市民活動等の活発化

資産価値の維持増大（不動産取引機会の創出）

今治では・・・
・暫定利用、トライアルサウンディングなど、利活用気運の醸成
・空店舗等に関する情報の集約化とリーシング支援
・不動産価値の維持向上に関する確認と将来を見据えた機能充足手法の検討

#不動産流動化 #暫定利用と恒常利用

利活用状況等の公表とPR／戦略的な誘致活動、リーシング／市場取引性の維持

シビックプライドの醸成（愛着の高まり）

今治では・・・
・エリアに関するビジョンの共有と更新と、それに基づくアクション
・ファン、サポーターの募集、組織化やイベント等の運営への参画機会の創出
・エリア住民等に対する定期的な意識調査と公表、改善の検討

#サポーター活動 #らしさやならではの検討

参画意識の向上、活動の充実化、定住や事業継続などの地域の求心力の向上

エリアマネジメントで目指すこと（役割） 手段 進め方

対話の機会と
場づくり

資産の活用と
マネジメント

関係者間での
ビジョンの共有

景観の維持向上と
環境の保全

情報の
集約と発信

イベントの
企画運営

試行とチームビルディング
パークマネジメントの実践

宅建業協会との連携
関係の構築

ニーズ把握を通じた
通年計画策定

エリアガイドラインの策定と運用
プレイスメイキングの実践

活動の継続

ノウハウ構築

リーシング試行を通
じた手法確立

サブリースその他
不動産事業の実践

対話手法
の確立

データの
収集とストック 必要な各種調査の実行

座学とワークショップの
継続実施

実施と検証・改善

PR体制の構築
実施と検証・改善

発信ツールの確立

試行

プラット
フォーム

形成

ビジョンの共有

アクション
プラン化

主体毎または
主体連携に
よる実践
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協議先日にち

• エムエムハウス 清水氏

• NAKAMURAYA 中村氏

• Barrel coffee 高橋氏

• 今治商工会議所青年部（今治YEG）

10/22
(水)

• のどか荘 難波氏・篠宮氏

• 今治経済新聞 小林氏

10/23
(木)

■ 個別ヒアリングの実施
• グランドデザインの検討過程から議論をしてきた

協議会（デザイン会議・部会）の委員の皆さんに
加え、今年度は今治のまちづくりに関わる新たな
組織や個人にもコンタクトをとり、それぞれどん
な方がいるのか、今後どのように関わってくれる
可能性があるのか把握することを目指す

• コンタクトをとっていく方々の例は下記の通り：
① まちづくり団体および青年経済人の集合体とし

て、今治のまちの活性化に汗している・汗しよ
うとしている組織

② 実際に、すでに商店街の店舗改修などに取り組
んでいる工務店や、まちの商店として地域の活
性化を目指して取り組んでいる方

10/22~23個別ヒアリングの予定
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■ 「今治人録」の整理
• 他自治体の事例も参考に、今治市中心市街地まちづくりに関わる方々について情報を束ねた人材情報のプラッ

トフォームとなる「今治人録」の作成を提案
• 地域内で個別に行われる活動の連携や、まちづくりに関わる取組の全体像の発信など、活用の可能性について

今後検討が必要

今治人録の資料イメージ（例）
（※記載内容はWeb記事等を参考に編集したものであり、本人の確認は得られていない）



意見交換６．



今後のスケジュール７．
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第2回公共空間再編専門部会
日時： 2025年12月19日(金) 15:00～
場所： はーばりー
議題（案）：
• 中心市街地での検討・取組について（続報）
• 第１回専門部会を踏まえた、今年度の検討内容について
• 都市再生整備計画（案）について
• 今後のスケジュール

（参考）
第2回今治市都市再生協議会
日時： 2026年2月予定
場所： 未定
議題（案）：
• 第１~2回専門部会での議論の報告
• 都市再生整備計画（案）について
• 今後のスケジュール



「中心市街地まちづくり市民会議2025」のご案内 51

日時： 2025年12月20日(土) 13:00～16:30（予定）
場所： 今治市みなと交流センター「はーばりー」

１階 みなとホール（仮）

プログラム（案）：
• 各団体によるまちづくりに関する発表

（学生、まちづくりのプレイヤーなど）
• 今治市中心市街地グランドデザインの説明
• まちづくりワークショップ（仮） グループワーク

まちづくりワークショップ（仮）の実施イメージ：
現在のグランドデザインで示されているまちの将来像や各発表
を聞いて、「まちなか」の未来とじぶんの関わりについて考え
てもらい、こうなったらよいなと思うことや、自分がまちでや
りたいこと等について意見・アイデアを出し合って話し合う場
を設ける。

各団体によるまちづくりに関する発表のイメージ
（昨年度の中心市街地まちづくり市民会議より）

まちづくりワークショップ（仮）のイメージ
（画像出典：https://ishi-community-design.jp/2022/01/06/jisedaikogai/?utm_source=chatgpt.com）


